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 週刊第15号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。安孫子浩子です。 

 １２月議会が始まっています。補正予算が議論されています。  

 補正予算額 歳入・歳出ともに 27億1675万5千円 

 （特定財源≪国の予算など≫ 13億4984万9千円 

 （一般財源≪茨木市一般会計≫13億6690万6千円 

補正前の予算額   877億2317万7千円 

補正後の予算額   904億3993万2千円 

 大きな金額です。人口28万人あまりの茨木市の一般会計は900億円

超です。今回の補正予算の大部分は、国の補正予算を活用した都市基盤

整備事業の費用です。 

(仮称）JR総持寺駅の整備（駅舎等整備や安全対策のためのホーム柵設

置に係るJRへの負担金の追加）、JR茨木駅エスカレーターの整備（JR

茨木駅構内のエスカレーター設置等に係るJRへの負担金を追加）、舗装

改良（経年劣化に伴う新堂・騒音の逓減を図るため、大手町新庄線の舗

装改良）、通学路・自転車レーンの整備（通学路の安全を確保するた

め、西河原北町西太田線を整備するとともに、自転車事故の防止等を図

るため、自転車レーンを整備する） 

 これらの事業に21億6425万9千円が充てられています。 

その他にも、介護ロボットの導入支援や地方創生推進交付金を活用した

市場調査などがあげられています。貴重な税金をどこにどう配分するの

か、暮らしを守る視点で発言していきます。 

 ※お知らせしていました「ソーシャルインパクトボンド」についてはまた次週に。 

１２月議会が始まっています。 
補正予算の内容が議論されています。 
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里

高校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都

市研究科共生社会研究分野修士課程

修了／大学時代銭原キャンプ場でカ

ウンセラーとして活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨

木市立三島中学校へ転任1990退

職／2000沢池幼稚園PTA会長／2002
穂積小PTA会長／2006茨木市PTA協議

会会長／2004NPO法人

Chacha－House 代表理事/2006穂

積小校区青少年健全育成運動協議会

会長／2006NPO法人子育て広場全国

連絡協議会理事／2011穂積地区自主

防災会会長／2012穂積地区福祉委員

会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初

当選／2009・1茨木市議会議員選挙で

2期目当選／2013・１選挙3期目当選 

夫、長女、長男、次女夫婦と孫娘 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

     TEL＆FAX 072ｰ624-5480  

Facebook：安孫子浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

2016年 いばらき竹灯籠にて 
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電話＆FAX  ０７２（６２４）５４８０ 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 

【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

あびこ浩子連絡先 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

HP： http://www.hiroko-abiko.jp 

facebook「安孫子浩子」お友達申請待って

ます 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木

市駅東口南側にて挨拶と通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時間

許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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茨木市総合保険福祉計画の策定に向けて 

＝ワークショップ開催中＝ 

 茨木市は『すべての人がすこやかに、安心して暮ら

し続けられる福祉のまちづくり』を基本理念とする

「茨木市総合保健福祉計画」を、平成24年3月に策定

しました。平成27年3月には、策定から3年が経過した

ことから、「障害福祉計画」と「高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画」は全面的に改定し、その他の

計画は必要な見直しを行いました。現在は平成30年度

から始まる次期計画策定に向けて地域の皆様のご意見

を取りまとめるワークショップが開催されています。

私もワークショップに参加いたしました。 

 次期の改定では、これまで別々に策定していました

「茨木市総合保健福祉計画」と茨木市社会福祉協議会

の「地域福祉活動計画」を一体的に取りまとめていっ

しょに地域福祉をすすめていこうとしています。 

 地域の中にどんな課題があるのか？おひとり暮らし

の高齢者の方、障がいをお持ちの方がどこに暮らして

おられるのかを一番ご存じなのはご近所の方々です。

日ごろから声を掛け合える関係をつくることは、いざ

というときに役立ちます。ワークショップでは、自治

会加入率の低下、子ども会への加入率の低下など地域

組織に未加入の方が増え、支え合う関係つくりが難し

くなっているというご意見が多いです。個人情報の壁

があり、行政が把握している情報を自治会長さんが聞

くことはできません。地域イベントも実はつながり作

りの良い機会なのですが、携わる方が減り、開催が難

しくなっています。孤立のないまちを目指します！ 

JA茨木さんの情報誌にて 

「子どもロボット教室」を開催さ

れている大野一廣さん。子どもの

理科離れを憂い、「子どもが体験

すること」に力を尽くされていま

す。教室は大人気！こんな場所が

欲しかった。 

≪再掲！≫12月市制報告会のご案内 

 12月議会の報告会を開催します。是非お近くの

会場にお越しください。 

12月17日(土) 午後7時～8時 彩都西コミセン 

12月18日(日) 午前10時～11時 耳原自治会館 

12月19日(月) 午後7時～8時 中津コミセン 

12月21日(水) 午後7時～8時 穂積コミセン 

12月22日(木) 午後7時～8時 東コミセン 

 申し込み不要です。直接会場にお越しくださ

い。お問合せは あびこ（624-5480）まで 

ご参加お待ちしいたしております。 


